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要  旨 

 

本研究では、令和 4 年度に筆者（角谷）の所属校で福祉を学ぶ生徒が、対話的事例シナリオを用いた授

業を受講し、その後介護実習を経て、実習での体験を生徒自身で事例シナリオにするという活動を通して

どのような効果があったのかを検証した。 

その結果、生徒が介護実習での体験をもとに事例シナリオを作成することで、事例の出来事の中心にい

る利用者さんにはどのような理由や背景があるのかを探り、利用者さんへの見方・考え方を深め広げる事

例が作成できることが明らかになった。またその出来事に関する他者との対話を通し、利用者さんや介護

に対する見方・考え方を深め、次の介護実習ではどのような姿勢や考えで取り組むのか探れるようになる

という実践力の向上につながる効果があることがわかった。 
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問題の提起 

筆者（角谷）は、高等学校で教科福祉を担当してお

り、角谷道生（2020）や角谷・大日方真史（2021）に

おいて、観の自覚化・相対化・変容を目的とする対話

的事例シナリオiを用いた授業の効果について明らか

にしてきた。前述の研究によって、生徒たちは事例・

他者・自己との対話を通して、物事に対する自らの捉

え方を問い直し、様々な可能性を考慮しながらよりよ

い介護のあり方について考えを深めていることがわか

った。またその効果は角谷（2022）にて介護福祉士の

専門的な実践力の 1 つである介護過程のアセスメント

能力iiの育成に寄与するものであることも明らかにな

った。さらに角谷・森脇健夫（2022）では、対話的事

例シナリオを受講した生徒の内面的な変化について、

コンセプトマップを用いて検証し、知識・専門性の向

上、自分本位から利用者本位への変化等の視点・概念

の変化がみられることを明らかにした。 
このように対話的事例シナリオを用いた授業の有効

性については検証されてきているが、その活用方法に

ついては十分に検討されているとはいえない。角谷・

森脇（2022）では、対話的事例シナリオを用いた授業

を受講した生徒が、介護実習等での実体験をもとに事

例シナリオを作成することで、実際に行った自身の行

動をふりかえり、今後どのような行動をとりたいのか、

どのように考えていきたいかなど、実体験から実践に

即した形で、介護の見方・考え方を育む機会になり、

実践力の向上につながるのではないかと述べているが、

その効果については検証されていない。 
対話的事例シナリオは開発されてからまだ間もない

こともあり、生徒が事例シナリオを作成するという活

用方法の効果について検証することは、対話的事例シ

ナリオの活用の幅を広げるものである。 

本研究の目的と方法 

本研究では、令和 4 年度に筆者（角谷）の所属校で

福祉を学ぶ生徒（高校 2 年生 17 名 以下：生徒）が、

対話的事例シナリオを用いた授業を受講し、その後介
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護実習を経て、実習での体験を生徒自身で事例シナリ

オにするという活動を通して、どのような効果があっ

たのかを明らかにすることを目的とする。 
対話的事例シナリオを用いた授業構成としては、角

谷（2020）の方法を引用・修正し、計 10 回実施した。 
（図 1）。なお介護実習については、対話的事例シナリ

オの 8 回目を受講した後の夏季休業中に行っている。

介護実習が終了した直後には生徒に事例シナリオ作成

を求めなかった理由としては、夏季休業をはさむこと

で対話的事例シナリオとはどのようなものだったか記

憶が定かでなくなっていることを考慮したことと、教

員が作成した全 10 回の事例シナリオを受講して、事例

の作成方法について理解を深めることをねらいとした

ことがある。 
 
図１．生徒が受講した対話的事例シナリオの概要と

構造 

 

 
事例シナリオの作成にあたっては、介護実習の実習

施設が同じだったメンバー２～４名の計５グループで

1 つずつ作成することとした。作成する事例シナリオ

の構造としては、①介護実習の中で対応が困ったこ

と・とても印象深かったことを 1 つ取り上げ事例にし、

②その対応の選択肢、③それぞれの選択肢ごとに起こ

りうる問題（追加の質問）、④実際の現場での対応及び

自分たちが考える対応、⑤事例を作成して気づいたこ

とを基本構造として提示し、それ以外の内容を加える

かどうか（例：利用者さんの健康状態などの利用者さ

んをより詳しく理解するために必要な情報）について

は生徒に一任した。 
実習施設が同じだったメンバーごとのグループで作

成することにした理由としては、取り上げる事例のも

ととなる出来事を、複数の認識で共有しながら作成す

ることができ、一人で作成するよりも客観的な事例と

して作成しやすいことがある。また事例を作成する内

容の基本構造のうち②選択肢や③追加の質問、④自分

たちが考える対応、⑤事例を作成して気づいたことな

ど、他者との対話を通して作成する方が、一人で作成

するよりも多面的な視点から検討でき質の高いものが

できると予想したからである。 
 

結果 

２～４名のグループで計５つの事例シナリオを作成

した。作成した事例シナリオの一例（グループ A）と、

他の 4 グループ（B～E）の事例のテーマ、⑤事例を作

成して気づいたことの概要は次の通りである。 
 
図２．事例シナリオの一例（グループ A） 
テーマ：歩行が不安定で、軽度の認知症がある利用

者さんが居室から何度も共有スペースに出てこられる

（＊筆者が要約） 

 

 

＊各スライドの最上部にあるタイトルは、基本構造をわかり

やすくするため筆者が加筆した。また紙面の都合上、内容を

変えない範囲でスライドや記述を一部省略している。 
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表１．グループ B～E の事例のテーマ（＊筆者が要約） 

 
 
表２．グループ B～E の⑤事例を作成して気づいたこ

との概要 

 
＊紙面の都合上、内容を変えない範囲で筆者が記述内容を編

集・省略している。 

 

考察 

ここでは、介護実習での体験を事例シナリオにする

という活動を通して、どのような効果があったのかを、

生徒が作成した事例シナリオや⑤事例を作成して気づ

いたことに記述されている内容を中心に考察する。 
事例のテーマやその内容における全体の傾向として

は、利用者さんとの日常的な関わりについてのもので

あり、過去の実習生からも聞いたことがある、よくあ

る出来事である。またどの事例においても、どのよう

な対応が良いのか即座に判断しかねるものであり、状

況や利用者の個性によって対応が異なるものである。

このような生徒が作成した事例と教師（筆者）が作成

した事例にはいくつかの違いがある。 
教師が作成した事例は、ア．食事や入浴、睡眠、着

替えなどの介護の場面を中心にしており、イ．どの知

識や技術を使うのかわかりやすい（例：睡眠なら高齢

者の睡眠の特徴や日中の活動量など）。ウ．その場で何

をすると良いのかが明確であり定説がある（例：睡眠

の場合、利用者さんに寝てもらうこと）という構造に

なっている。こうした事例を通して、定説を問い直す

（例：利用者さんに寝てもらうことだけを考えてよい

のか、と問いかける）ことで、生徒が自身の介護観を

問い直し、多様な見方・考え方を持つことを通して、

よりよい介護について追求する姿勢を育むことをねら

いにしている。それに対し、生徒が作成した事例は、

ア．介護場面に限定されない日常の関わりであり、イ．

どの知識や技術を使うのかわかりにくい。ウ．定説と

いえるものがあまりなく、利用者さんの思いと施設や

職員側の思いが異なり、それぞれに納得できる理由が

あるため、どうすると良いのかがわかりにくいという

構造になっている。つまり、教師が作る事例は考える

道筋がある程度整っており、定説を問い直すことで、

介護の見方・考え方を深め広げる傾向が強いのに対し、

生徒が作る事例は、何からどのように考えるとよいの

かわからないものであり、事例の出来事の中心にいる

利用者さんにはどのような理由や背景があるのかを探

り、利用者さんへの見方・考え方を深め広げる傾向が

強いものであるといえる。 
次に、⑤事例を作成して気づいたことに記述されて

いる内容を考察する。全体の傾向としては、生徒が本

当に困った出来事を、グループメンバー（以下：他者）

との対話を通して、どのような見方ができるのか、ど

のように考える・捉え直すことができるのかといった

見方・考え方を広げ深めていることがある。前述した

ように、生徒が作成した事例のテーマは教師が作成す

る事例シナリオのテーマとは異なり、何からどのよう

に考えるとよいのかわからないものであり、それらを

専門的な知見を用いて考えることで、新たに意味づけ

ることができたり、事例の出来事そのものだけでなく、

そこに至るまでの背景に思いを寄せたり、問題の所在

を明らかにしたりすることの大切さに気づき、これか

らどのように行動するかについて考えを深めている。 
このことが顕著に表れているのが、事例シナリオの

一例（グループ A）である。グループ A の④―２の自

分たちが考える対応では、役割を持つこと、リハビリ

や機能向上など専門的な知識を用いて、QOL（生活の

質）の向上につながる機会であるとしたうえで、⑤事

例を作成して気づいたことには「みんなで話し合うか

らこそ自分一人では見つけることのできないことに気

がつくことができた」という他者との対話の効果につ

いて書かれている。また「行動の選択肢をつくってみ

て支援に一つの正解はなく色々な方向からアプローチ

して利用者にあったものを見つけ出すことが大切だと

気づいた」、「この支援をすれば良いというものはない、

単純ではないと考えることができた」という利用者さ

んへの理解を深めることをベースに様々な介護を検討

することが必要であることへの気づきが記載されてい

る。 
以上のことから生徒が介護実習での体験をもとに事

例シナリオを作成することで、事例の出来事の中心に

いる利用者さんにはどのような理由や背景があるのか
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を探り、利用者さんへの見方・考え方を深め広げる事

例が作成できることが明らかになった。またその出来

事に関して他者との対話を通し、利用者さんや介護に

対する見方・考え方を深め、次の介護実習ではどのよ

うな姿勢や考えで取り組むのかを探れるようになると

いう実践力の向上につながる効果があることがわかっ

た。 
 

本研究の到達点と課題 

本研究では、生徒が対話的事例シナリオを用いた授

業を受講し、その後介護実習を経て、実習での体験を

生徒自身で事例シナリオにするという活動を通して、

どのような効果があったのかを検証した。 
その結果、生徒が介護実習での体験をもとに事例シ

ナリオを作成することで、事例の出来事の中心にいる

利用者さんにはどのような理由や背景があるのかを探

り、利用者さんへの見方・考え方を深め広げる事例が

作成できることが明らかになった。またその出来事に

関して他者との対話を通し、利用者さんや介護に対す

る見方・考え方を深め、次の介護実習ではどのような

姿勢や考えで取り組むのか探れるようになるという実

践力の向上につながる効果があることがわかった。 
また今回生徒が作成した事例シナリオは、教師が作

成した事例シナリオとは異なり、生徒が実習生として

本当に困る出来事がテーマになっている。この事例シ

ナリオは、これから介護実習を行う生徒が受講するこ

とで、実習中に遭遇すると思われる困りごとについて

事前に考える機会にもなるものである。本研究では、

生徒が作成した事例シナリオが生徒自身にとってどの

ような効果があるのかを検証したが、その効果が事例

を作成した生徒だけでなく、これから介護実習を行う

生徒にとっても価値のある可能性が示唆されており、

対話的事例シナリオの活用方法についてはさらなる検

討の余地があることがわかった。 
今後の課題としては、生徒が実習での体験をもとに

事例シナリオを作成したことが、その後の介護実習な

どの実際の現場での行動をどのように変容させるのか

を明らかにするということがある。事例シナリオを作

成し、実習中の困りごとについて、見方・考え方を広

げ・深めたものが行動をどのように変えていくのかを

明らかにできれば、実践力を育む対話的事例シナリオ

の一つのモデルプランを示すことができる。 
この課題への追求方法として現時点で考えられるも

のに、実習での体験をもとに事例シナリオを作成した

生徒が、次の介護実習でも同じような出来事に遭遇し

たか、遭遇しなかった場合や遭遇したとしてもそれを

困りごとだと思わなかった場合にはその原因は何か、

遭遇した場合にはどのような対応をしたか、対応の結

果や実習先の介護職員はどのような対応、もしくは考

えを持っているかなどについて自由記述形式のアンケ

ートを行い、生徒が記述するという方法がある。こう

した取り組みを通して、実践力を育む対話的事例シナ

リオの一つのモデルプランの構築を検討していく。 
 

注 

 
i 対話的事例シナリオとは、大学における教員養成

PBL の一つとして、観の自覚化・相対化・変容を目的

にして山田康彦ほか（2018）が考案したものである。

対話的事例シナリオの授業は、1．事例シナリオの提示

2．定説の提示 3．定説に対する批判 4．定説にかわる

実践例の提示の 4 つの段階で構成されている。学習者

はこれら 4 つの段階の中で、事例シナリオとの対話、

教師・学習者同士の対話、自己内の対話を行い、自ら

の観の自覚化・相対化・変容を行っていく。角谷（2020）
では、介護経験や生活経験の少ない高校生が取り組み

やすいように、2．定説の提示を選択肢の提示に変更し、

3．各選択肢に対する批判として、選択肢を選んだ生徒

の意見をゆさぶるような「追加の質問」を作成・提示

し、生徒が自分自身の考えを広く、深くとらえ直し、

知の探究にいざなう役割を強く出すようにした。なお、

授業の実際の現場でよくある対応や介護職員の実践例

は、筆者の所属校の近隣にある介護施設職員に協力を

依頼し、助言いただき、実施した。 
 
ii 角谷（2022）ではアセスメント能力を「介護観や人

生観等の物事の見方・考え方を土台とした、情報収集

能力、問題分析能力、言語化能力、意思決定能力」と

しており、対話的事例シナリオを用いた授業は、アセ

スメント能力の土台である介護観等の物事の見方・考

え方と、情報収集能力や問題分析能力等の技術の両面

の育成に寄与するとしている。 
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